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{緒符}筋Jj又織に関連した大脳皮質治製!の詳磁:立、身
体運動の遂行に討する遠心性瀦節を理解するjニで;進攻;
な情報となる G これまでのPET及び0¥'1引を潟いた研
究では、手li:i選数を中心lこ、運動滋長きの複雑:枚、速度、
発綴強力の変化に1!そし E運動関連領域の敏治鋲域や紋i去
の;稜!支が変化することが明らかにされてきたむしかし、
実際のスポーツパフォーマンスをより i浅く左右する大
筋群校総特における大脳皮質の神経伝動の空間的分布
を絡tHカレベル別に検討した報告はないq 特に、運動
発現のプログラム構築に関与するとされる諮鋭部聖子の
機能解明は関心の高い課題であるが、実際め運動時の
機能については不明な点が多い。本研究は、体観!の影
響が少なく持関分解能もi高い多チャンネル式近赤外線
分光法袋霞(光トポグラフィ、む立メデイコ)を用いて、
誌な頭皮質及びi運動関連事長j或を対象に、 t.腕の筋出力発
係に!謁迷した大脳皮質領域を同定することを討的とし、
芥測定領域のj血流動態を比較、検討した。{万法;
被験者1立、健常なち科きの;寿子学生10名としたやスト
レングスエルゴを用いて、右手の母指と示指による
タッピング遼毅!と、 13・線上腕顔筋のアイソメトリヅ
ク収総選動を10%、30%、50%、70%MVC(総意;最
大筋力〉の強度にて行い、光トポグラフィにより各湖
沼穣域における運動中の後素化ヘモグロピン議:(脳血
流策)の変化を瀦定した。各課題の試行持閣は7秒湖、
それぞれの諜緩の間i績は20秒、とした。これら5機類の
課題を i七ットとし、全部で5セット行った口 iR!J定は
2口i二分けて2凶行い、課題の燃!予を逆にすることで試
技の良質rf効果の影饗を徐いた。被験者は、各筋出力レ
ベルが提示されたモニターを見ながら筋収縮運動を行
い、猿カを縄節した。また、各課題の直後iこ心指数を
m!J}Eし、運動終了後の問想、によりタッピング、 10%、
309色、 50%、70%MVCの各課題について、 5セットを
過しての却でを灘定した。{結果及び考察}タッピン
グ時の脳血流査を増大は運動絞と対側の運動野綴域の
方がi湾総よりも布設に大きかった(1 これはPET及び
fMRIより得られた結来とj司様であり、本訴IJ;.ぷの妥当
性が示された。務出力レベル増大に対する脳血流応答
は、前綴皮質領域では、意志、意欲に関迷深いとされ
る誌な綴議領域において30%MVC以上で強度依存的な
増大を示した。また、 509志及び70%MVC時において
前綴様占領域の5送迎流量をの噌大が逮動野領域よりも大き
かった。本研究においても、 RPEがlO%MVcn寺と比
較し30%MVC以上で有意な増大を示したことから、
前議緩領域での磁鼠流量増大i土、務収絡に対する意志、
意;欲の言語まりと縫察される。名mij定領域における増加
した均所脳盛i流援については、 70%MVC時・において、
友運動野が:伝運動聖子に対して有意な増大を示した。こ
れは活勤務に対するインパルス発射頻度の充迭を反映
したものであると考えられるa
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